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姿勢闘すの発達とリズム運動の習熟(46)

傾斜板・揺らしにみる呼気終末炭酸ガス分圧の応答。

前回は、あるレァ Y症候群児に対

し試みられた傾斜板による保護伸展

と呼気調且の増強効果について、呼

吸のリズムと心拍変動の安定という

側面からお話しました。呼気調邑が

心拍動に下捗し、拍動間隔を緩徐す

るという ことはとても興味深いこと

です.前回 ・資料からは、少しずつ

でも的を射た試みの重要性が教えら

れます。 この場合は、呼気ではなく、
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りと呼気調息す

ることです。何

故、効果するの

か.今回は、肺

胞でのガス交換、

とくに炭産量ガス

分圧の応答につ

いてお話したい

と思います。

過換気と動脈

血・炭盈ガス分

圧の低下 レッ

ツ症候群児にお

ける問題のつ

は、過換気です

(図 A).本児

には、抗不安薬

の服用(ジアゼ

パム)と、大き

な紙袋を口 に当

て、呼気ガスを

再収させる方法

が取られました。

肺機能に欠陥が

無いにもかかわ

らず、何らかの

心的要因のため、

動脈血の炭酸ガ

ス分圧が、 38mm

Hgを顕著に低下

し{ときに 30皿nHg)、この分圧の回

復が問われていたのでした。

肺胞でのガス交換、炭酸ガス分圧

による呼吸調節図Bは、体内での

酸素と炭酸ガスの流れです。肺胞で

炭酸ガスが出され(静脈血)、酸素

が取り 入れられます(動脈血入呼

吸の調節は、酸素分圧でなく、炭酸

ガス分圧を受けてなされます。動脈

血・炭酸ガス分圧が 38剛Hgから 42皿

Hgの聞で、水素イオン濃度 (pH)に

換算して、 7.42から 7.38の酸塩基の

平衡維持です (図 A下)。炭酸ガス

分庄が 38"，副g以下、 pH7.42以上に

なれば、血中アノレカローシスを来し、

不安と恐怖、過換気を招きます。

呼気ガス分析からみた揺らし時・

呼気終末炭酸ガス分圧の応答 傾斜

板 ー揺らし時の肺胞でのガス交換、

「呼気終末炭酸ガス分圧』を記録す

るため‘呼気ガス分析器(ミナト医

科学、 剛一3曲)を導入しました。 図

G ・よは、投足座位での傾斜板 ・左

右傾斜時の男子 ・大学生の反応、同

・下が本児のものです。調査は、前

回資料の調査から 10ヶ月後で、最初

の3分間は、投足座位のままでの安

静時 ・ガス交換、 図中 ・重点線から

は左右の揺らしを入れたとき (25回

/分)の応答ですの安静時のガス交

換応答は両者で違っていますが、左

右の傾斜時には両者とも、炭酸ガス

分圧が 38-42聞出gの範囲に引き込ま

れています。傾斜板 ・左右傾斜に対

応した呼気調息が、肺胞でのガス交

換をしっかりさせたと考えられま

すJ揺らじ'のもつ一断面、呼気

調息の干渉効果に驚かされます。


